
【
各
地
区
メ
ー
デ
ー
に
参
加
】

第
86
回
メ
ー
デ
ー
は
、
４
月
25
日
に
愛
媛
県
西
条
地
区
、
29
日

に
愛
媛
県
松
山
地
区
及
び
高
知
地
区
、
５
月
１
日
に
香
川
地
区
及

び
徳
島
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も
多

数
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
多
目
的
広
場
で
は
、
午
前
９
時
よ

り
香
川
県
メ
ー
デ
ー
中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組

合
員
を
含
む
約
１
２
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
集
結
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
連
合
香
川
の
進
藤
会
長
は
、

「
現
政
府
の
政
策
は
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
な
ど
働
く
者

を
踏
み
台
と
す
る
よ
う
な
経
済
成
長
を
描
い
て
い
る
」
と
批
判
し
、

「
働
く
す
べ
て
の
人
が
結
集
し
、
平
和
で
安
心
し
て
働
け
る
社
会

を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
「
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
へ
の
扉
を
切

り
拓
こ
う
！
」
と
の
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た
後
、
参
加
者
は

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
気
勢
を
上
げ
、
高
松
市
中
央
通
り
を
デ
モ
行

進
し
た
。

そ
の
他
、
丸
亀
・
西
条
・
松
山
・
徳
島
・
高
知
の
各
メ
ー
デ
ー

会
場
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

働
く
者
の
生
活
改
善
を
訴
え
た
。

第８６回メーデー開催！
平和を守り、雇用を立て直す

みんなの安心のため、さらなる一歩を踏みだそう！

第
８
回
本
部
執
行
委
員

会
は
、
４
月
17
日
（
金
）

13
時
30
分
よ
り
本
部
１
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施
策

に
関
す
る
付
議
に
つ
い

て
（
団
体
交
渉
）

・
15
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春

闘
討
論
集
会
）

・
愛
媛
・
徳
島

（
新
入
社
員
）

・
組
合
加
入
行
動

・
新
入
組
合
員
歓
迎
会

・
共
済
説
明
会

（
教
育
）

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
自
動
車
・
高
知
）

（
財
政
）

・
第
４
回
組
織
財
政
検
討

委
員
会

（
職
場
対
話
行
動
）

・
愛
媛
支
部

（
レ
ク
）

・
第
13
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｔ
・
幹
事

会
・
賃
金
対
策
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
会
社
法
Ｐ
Ｔ

【
議
事
】

①
団
体
交
渉

・
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善

（
妥
結
承
認
）

②
平
成
27
年
度
の
夏
季
手

当
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

③
平
成
27
年
度
の
夏
季
賞

与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

④
第
34
回
定
期
大
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

・
第
１
回
選
挙
管
理
委
員

会
の
開
催
に
つ
い
て

⑤
大
阪
地
区
集
会
及
び
東

京
地
区
集
会
の
開
催
に

つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

・
次
期
（
第
９
回
）
執
行

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
に
お
け
る
本
部

へ
の
連
絡
体
制
に
つ
い

て
・
そ
の
他

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

４
月
13
日
の
愛
媛
県

南
予
地
区
を
皮
切
り
に
、

中
濱
委
員
長
は
じ
め
本

部
各
担
当
役
員
及
び
支

部
役
員
に
よ
る
四
国
全

四
県
職
場
対
話
行
動
が

実
施
さ
れ
た
。

こ
の
職
場
対
話
行
動

は
、
春
闘
等
直
近
の
取

り
組
み
経
過
を
は
じ
め

当
面
す
る
諸
課
題
に
つ

い
て
本
部
か
ら
報
告
す

る
と
共
に
、
各
職
場
に

お
け
る
組
合
員
の
生
の

声
を
聞
き
、
今
後
の
取

り
組
み
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
。

組
合
員
か
ら
は
、
効

率
化
施
策
、
労
働
条
件

関
係
や
安
全
、
ダ
イ
ヤ

修
正
等
の
職
場
諸
問
題

を
は
じ
め
、
組
織
問
題

や
政
策
課
題
に
対
す
る

取
り
組
み
等
に
つ
い
て

の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

た
。職

場
対
話
行
動
で
集

約
し
た
意
見
に
つ
い
て

は
精
査
し
、
今
後
、
団

体
交
渉
や
経
営
協
議
会

等
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

職
場
対
話
行
動
は
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
の

周
知
と
意
思
統
一
を
図
っ

て
い
く
上
か
ら
も
重
要

な
活
動
と
位
置
付
け
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
す
る
。

各

地

区

対

話

行

動

開

催



「
寄
せ
植
え
」
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区

分
会
で
は
、
12
月
22
日
、

23
日
の
２
日
間
、
多
度
津

運
転
区
構
内
に
お
い
て

「
寄
せ
植
え
」
を
行
い
ま

し
た
。

「
寄
せ
植
え
」
は
、
年

末
恒
例
の
分
会
行
事
で
あ

り
、
今
回
も
数
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
、
手
が
か

じ
か
む
中
、
コ
ー
ト
を
着

て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
、
自
慢
の

作
品
を
作
り
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

今
回
は
初
め
て
参
加
す

る
組
合
員
も
数
名
お
り
、

先
輩
組
合
員
か
ら
松
や
梅
・

石
の
配
置
な
ど
を
教
わ
り

な
が
ら
作
業
に
取
り
組
み
、

作
業
終
了
後
は
、
お
互
い

の
出
来
を
評
価
し
合
う
な

ど
、
楽
し
い
２
日
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
サ
ー
ク
ル
を
通

じ
て
親
睦
を
深
め
、
よ
り

一
層
の
組
織
強
化
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

土
井

俊
哉

県
協
レ
ク
開
催
！

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
連
合
香
川

県
協
議
会
は
、
12
月
21
日

（
日
）
今
年
話
題
の
観
光

列
車
「
伊
予
灘
も
の
が
た

り
」
と
新
型
特
急
電
車

「
８
６
０
０
系
」
を
組
み

合
わ
せ
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
企
画
開
催
し
、
香
川

支
部
・
本
社
支
部
総
勢
45

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
高
松
駅
６
時
発
車

の
８
６
０
０
系
に
乗
車
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
乗
り
心
地
を

体
感
し
、
伊
予
西
条
駅
よ

り
貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て
、

ま
ず
八
幡
浜
を
目
指
し
ま

し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
、
香
川

県
協
石
川
議
長
と
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
大
谷
副
委
員
長
よ

り
「
衆
議
院
選
挙
の
各
動

員
と
諸
活
動
」
に
対
す
る

お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
後
豪
華
景
品
を
か
け
た

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

八
幡
浜
到
着
後
は
「
ど

～
や
市
場
」
に
立
ち
寄
り
、

地
場
の
新
鮮
な
魚
介
類
を

堪
能
し
た
後
、
伊
予
大
洲

駅
よ
り
「
伊
予
灘
も
の
が

た
り
（
双
海
編
）
」
に
乗

車
し
り
ま
し
た
。

伊
予
灘
も
の
が
た
り
で

は
、
伊
予
灘
の
景
色
と
地

元
の
方
と
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

の
『
お
も
て
な
し
』
に
感

動
し
な
が
ら
、
レ
ス
ト
ラ

ン
「
か
ら
り
」
の
食
事
を

地
酒
と
共
に
堪
能
し
ま
し

た
。最

後
は
、
道
後
温
泉
で

日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
、
職

場
の
垣
根
を
超
え
た
意
見

交
換
と
交
流
を
深
め
る
旅

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

香
川
県
協
で
は
、
今
後

も
組
合
員
の
声
に
沿
っ
た

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
親
睦
と
組
織
の
充
実
・

強
化
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

香
川
県
協
議
会

中
野

圭
司

増
収
レ
ク
開
催
！

私
た
ち
南
予
地
区
営
業
・

事
業
分
会
で
は
、
１
月
23

日
・
24
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
あ
じ
な
散
歩
道

「
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
宇

和
島
」
を
利
用
し
た
新
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
日
間
で
組
合
員
・
準

組
合
員
合
わ
せ
て
25
名
の

参
加
が
あ
り
、
お
い
し
い

ホ
テ
ル
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
つ
つ
互
い
に
酒
を
酌
み

交
わ
し
、
今
年
１
年
間
の

益
々
の
発
展
を
祈
願
す
る

等
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
多
く
の
組
合
員

が
参
加
で
き
る
レ
ク
を
企

画
し
、
親
睦
を
深
め
る
と

共
に
、
分
会
組
織
の
更
な

る
団
結
強
化
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
予
地
区
営
業
・

事
業
分
会

窪
内

智

増
収
レ
ク
開
催
！

私
た
ち
徳
島
運
転
所
分

会
は
徳
島
運
転
所
四
国
再

発
見
委
員
会
と
協
賛
し
、

２
月
12
日
と
13
日
に
か
け

て
、
増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
皆
生
温
泉
焼
き
が
に
＆

か
に
す
き
食
べ
放
題
ツ
ア
ー
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
は
、
16
名
の
組
合
員
の

参
加
が
あ
り
、
組
合
員
相

互
で
意
見
交
換
を
行
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
徳
島
運
転
所
四

国
再
発
見
委
員
会
と
協
賛

し
て
分
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

徳
島
運
転
所
分
会

西
口

智
也

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

本
社
支
部
で
は
、
２
月

18
日(

水)

に
シ
ー
サ
イ
ド

ボ
ウ
ル
高
松
に
て
、
組
合

員
相
互
の
交
流
と
組
織
強

化
を
目
的
に
『
本
社
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
７
分
会
か
ら

総
勢
59
名
が
参
加
し
、
真

剣
に
ス
コ
ア
獲
得
を
目
指

す
組
合
員
や
場
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
専
念
す
る
組

合
員
等
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
を
発
揮
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

本
社
支
部
で
は
、
今
後

も
多
く
の
組
合
員
が
参
加

し
や
す
い
行
事
を
企
画
し
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

本
社
支
部

池
田

佳
憲

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

香

川

支

部

本

社

支

部

愛

媛

支

部

各
支
部
三
役
を
対
象

に
し
た
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
は
、
２
月
24

日
香
川
支
部
を
皮
切
り

に
順
次
開
催
し
、
３
月

24
日
の
高
知
支
部
で
６

支
部
全
て
で
終
了
し
た
。

当
ス
ク
ー
ル
は
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
運
動
の
実

践
、
継
承
、
さ
ら
な
る

組
織
強
化
を
図
る
う
え

で
非
常
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
支
部
三

役
を
対
象
に
、
急
激
な

世
代
交
代
期
を
迎
え
た

今
、
組
織
の
運
動
の
充

実
と
強
化
を
如
何
に
継

承
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
本
部
と
支
部
双
方

の
観
点
か
ら
真
摯
に
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
の
解
決
に
向

け
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

本
部
か
ら
の
課
題
提
起

に
対
し
、
支
部
三
役
か

ら
率
直
な
意
見
が
出
さ

れ
、
議
論
を
重
ね
る
こ

と
で
本
部
支
部
間
で
の

意
思
の
疎
通
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

ユ

ニ

オ

ン

ス

ク

ー

ル

開

催

！

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
４
月

15
日
（
水
）
衆
議
院
議

員
会
館
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ

会
社
法
改
正
法
案
対
応

Ｐ
Ｔ
第
３
回
会
合
を
開

催
し
た
。

会
社
法
改
正
法
案
は
、

Ｊ
Ｒ
九
州
の
完
全
民
営

化
が
主
な
目
的
で
あ
る

が
、
Ｊ
Ｒ
会
社
法
の
適

用
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
及

び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
将
来
展

望
も
見
据
え
た
改
正
と

す
る
べ
き
で
あ
る
と
主

張
し
続
け
て
お
り
、
第

３
回
目
と
な
っ
た
今
回

の
会
合
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
並
び

に
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
労
使
双

方
か
ら
各
社
の
経
営
状

況
及
び
課
題
、
将
来
展

望
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
。

今
回
の
会
合
に
も
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
中

濱
委
員
長
と
眞
鍋
執
行

委
員
が
参
加
す
る
と
共

に
、
会
社
か
ら
も
担
当

役
員
が
出
席
し
、
経
営

自
立
計
画
達
成
に
向
け

た
課
題
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
共
に
、
計
画
期

間
終
了
後
の
経
営
課
題

と
し
て
、
金
利
動
向
や

資
金
事
情
、
時
限
的
な

措
置
と
な
っ
て
い
る
税

制
特
例
の
有
無
、
輸
送

需
要
の
動
向
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ

四
国
か
ら
の
報
告
に
対

し
出
席
議
員
か
ら
、
将

来
に
わ
た
っ
て
四
国
の

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

維
持
す
る
た
め
の
方
策

や
経
営
安
定
基
金
の
取

り
扱
い
等
に
つ
い
て
意

見
が
出
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
整
理
し
た
内
容
を

基
礎
と
し
て
、
今
後
も

関
係
者
へ
の
要
請
等
を

積
極
的
に
展
開
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
と
し

て
も
、
今
回
の
会
社
法

改
正
法
案
は
将
来
の
Ｊ

Ｒ
四
国
の
経
営
自
立
に

向
け
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
四
国
の
将
来
展
望

も
見
据
え
た
改
正
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
。

「
Ｊ
Ｒ
会
社
法
改
正
法
案
対
応
Ｐ
Ｔ
」

第
３
回
会
合
開
催
！

香
川
県
協

徳

島

支

部




